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このコーナーでは、これから研究を目指す海外の日本語の先生方のため

に、日本語学・日本語教育の研究についての情報をおとどけしています。

今回のテーマは談話分析です。

１．談話分析の目的

「談話」は、ことばがコミュニケーションのために使

われるときに作る、文脈を持ったまとまりのことです。

「ディスコース＝Discourse」または「テキスト＝Text」

と呼ばれることもあります。「談話」には、話された談

話と書かれた談話があります。「談話」は、機能・構

造・運用の面でその構成要素である「文」とはちがうの

で、それを明らかにすることが「談話研究」あるいは

「談話分析」と呼ばれる研究の目的です。

研究には大きく二つの傾向があります。一つは、談話

がその構成要素である文や語をどのように組み合わせて

作られるかという、談話の情報構造に注目する流れです。

久野（1978）牧野（1980）はこの流れの研究例です。

もう一つは、人がことばを使ってどのような伝達行動を

行うかという対人関係の言語運用に注目する流れです。

語用論（Pragmatics）の領域に深く関係しています。メ

イ（1996）はそのすぐれた解説例です。

情報構造の側面では、「は」の提題機能、「コソアド」

の指示機能などが研究の対象になります。対人関係の側

面では、発話の対人機能が研究の対象になります。たと

えば「今晩いっしょに食事をしませんか」という文は、

「否定疑問文」ですが、談話の中では「勧誘」という機

能を持っていると考えられます。そのように、言葉がど

のような目的で使われるかを、談話の対人機能として分

析するのです。ただし、研究のこの二つの流れは、はっ

きり分かれているわけではなく、複合的に組み合わせら

れて研究されています。

談話分析では、たとえば、「食事に誘う」という「勧誘

談話」を達成する過程で、どのようなことばが使われる

のかを調べ、複数の文のつながりがどのように展開する

かを記述します。談話のまとまりの中で、どのような

「主題＝Theme」と「叙述＝Rheme」が情報の流れとし

て組み合わされるかを分析することもできます。同時に、

ことばの「くりかえし」「照応＝Anaphora」「省略＝

Ellipsis」「隣接ペア＝Adjacency Pair」「話し手の交替＝

Turn Taking」「ポーズ＝Pause」のような展開の仕組み

に注目することもあります。

ことばを学習する場合、学習者は文の構造だけでなく、

実際の場面や状況の中で文がどのように使われるのか、

つまりその言語の「談話」のしくみ、を習得しなければ

なりません。ですから、言語教育に関わる人々にとって

は、談話分析はことばの実際の使われ方を明らかにする

貴重な資料を提供してくれる研究分野ということができ

ます。

２．談話分析の方法

談話の研究は、書かれた談話も話された談話も、徹底
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して「なまの資料＝Raw Data」からの帰納的分析方法

をとります。頭の中で考えたことばではなく、実際に使

われたことばを記録し、その中に見いだされる傾向や規

範を見つけだしていくのが談話分析の方法です。特に、

「会話分析」と呼ばれる分野では、可能な限り自然なこ

とばのやりとりを記録してそれを忠実に再現し、その中

にくりかえし表れる方略（Strategy）を発見しようとし

ます。そのためには、ことばのやりとりだけでなく、イ

ントネーション、ポーズ、話し手の交替の順番、話し手

の間のことばの重なり、なども記録することになります。

現在よく研究されているのは、機能によって分類され

た談話です。「依頼＝Request」「拒否＝Refusal」「謝

罪＝Apology」「勧誘＝Invitation」「主張＝Assertion」

などがそれにあたります。また、伝達手段によって分類

された談話も多くの研究の対象になっています。書かれ

た談話では「手紙」「新聞記事」「広告」など、話された

談話では「電話会話」「座談」「物語」などがあります。

日常生活の場面でおこる「教室談話」「買い物行動」「初

対面の会話」などが研究の対象となることもあります。

その他、談話参加者の種類によって「大学の講義」「議

会演説」「母と子の会話」「女性同士の会話」等に分類さ

れる研究もあります。

３．日本語の談話に見られる特徴

書かれた談話、話された談話の分析を通して、日本語

の談話の特徴が次第に明らかになってきました。メイナ

ード（1993）は、日本語会話のあいづちの多さ、終助詞な

ど聞き手めあての表現の多さなどを例として、日本語の

会話は「自己コンテクスト化」しやすいという特徴があ

ると書いています。メイナードによって「自己コンテク

スト化」と名付けられた、話すときに周囲の状況に注意

して自分だけを強く押し出すことを避けるストラテジー

は、Hinds（1976）では日本語会話の衝突を避けようとす

る傾向として分析されています。ザトラウスキー（1993）

は、日本語の電話会話の分析を通じて、話し相手の反応

を予測して対応する「気配り発話」の存在を特定してい

ます。これらの研究は、日本語の談話の特徴を説明する

ために役立つ成果を生みだしているのです。

４．談話構造の「転移」と
日本語教育への課題

以上挙げたような日本語の談話の特徴は、日本語を学

習するときに学習者側の習得上の問題となることがあり

ます。たとえば、日本語で電話しているときに、日本人

から「もしもし、聞いている？」と言われた人は、日本

人のようにひんぱんにあいづちをうたなかったのでしょ

う。そこで、相手の日本人が不安になり、本当に話を聞

いているのか確かめたくなったわけです。この人は英語

の母語話者だったので、日本語で話しているときにも、

英語の会話の中でのあいづちと同じ頻度でしか「はい…

…はい……」と言わなかったのでしょう。このような現

象を、第一言語から学習する対象となる言語への談話パ

ターンの「転移＝Transfer」といいます。

日本語教育に関係する人々は、学習者が無意識のうち

に彼らの第一言語の談話パターンの転移を行ってしまう

ということに気づいて、その問題の解決を考えなければ

ならないと思います。そのために談話分析の成果を大い

に活用することを希望します。
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